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前　田　大　輔仙台市民オンブズマン事務局次長
弁　護　士

　平成２６年１２月１４日執行の衆議院議員
総選挙の際、仙台市の第１投票所において、
担当者が不在者投票及び点字投票の票数を二
重計上したことによる確定投票者数の集計ミ
スがあり、青葉区選挙管理委員会の別の職員
２人は、確定投票者数と実際の票数との不一
致につき「つじつま」「帳尻」を合わせるべ
く、多数の無効票や持ち帰り票を水増しする
という投票数偽装行為を行いました。その後

追認するだけの仕事しかしていない点などか
ら、日額制を原則と定めた地方自治法に違反
するとして、仙台市長に対し、報酬の支払差
止めを求める裁判を戦っていました。裁判の
中で市長は、「委員は職責を果たすために常
時待機の状態にある」「委員の職務の内容等
は常勤の委員と異ならない」「委員は高度な
専門性と広範な識見を有する」等と主張して
月額報酬の合理性を主張し、平成２４年９月
には最高裁で当オンブズマンの敗訴が確定し
ました。

最高裁判所裁判官国民審査でも集計ミスがあ
り、同様の構図で有効票及び持ち帰り票の水
増しがあることが判明しました（なお、職員
らには略式命令による罰金刑が確定しており
ます）。
　その上、区選挙管理委員会の事務局長は、
従来の説明より約１週間早い段階で不正を把
握しながら事実を隠したまま聞き取り調査に
携わり、記者会見や議会で虚偽の説明をしま
した。
　さらに、書類の投票者数などの修正に時間
がかかる場合には、書類を受け付けた後で「開
票立会人等の目に触れない場所で投票管理者
に訂正してもらう」と書かれた職員向け裏マ
ニュアルの存在も伝えられています。まさに
芋蔓式に法令遵守意識の欠落が露呈している
状況にあります。
　当オンブズマンでは、震災前から、選挙管
理委員会の委員など非常勤の行政委員の月額
報酬は、時給換算にすると約１０万円ないし
それ以上になる点や、事務局が決めたことを
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　ところが今般の不祥事発覚
後、選挙管理委員会の委員長
が議会の協議会に出席してい
ないことが批判されると、市
長は一転、「委員長は非常勤
で、選挙実務に精通している
役職ではない」と裁判での主
張と明らかに矛盾する発言を
するに至りました。
　当オンブズマンは、平成
２７年１月３０日、かかる票
水増し問題等を受け、仙台市
長に対し、月額報酬制から日
額報酬制へ条例を改正するよ

間及び負担の少なさから言えば高額と言える
報酬です。その報酬に照らせば、各委員長及
び委員の職責は極めて重いものといえます。
　しかしながら、各選挙管理委員らは、監督
責任を果たせず、今回の不正を防ぐことがで
きませんでした。
　また、前に述べましたとおり、各選挙管理
委員らは、本件不正行為が発覚した平成２６
年１２月１８日以降、自ら本件不正行為の原
因、選挙事務に関する問題点等について調査
を行う等、早急に事態の把握と本件不正行為
の原因究明に務めた上で再発防止策について
検討する義務を負っていました。ところが、
両委員会は、本件不正行為発覚後も率先して
この問題に取り組もうとせず、本年１月８日
に実施された市議会議員協議会には、出席す
らしませんでした。同月２０日に初めて両委
員長が市議会議員協議会に出席するまで、対
外的には何も行いませんでした。そして、そ
の取り組みの具体的成果を何ら示さないうち
に、１月２０日、再発防止委員会を設置し再
発防止策の検討を委ねる旨発表しました。
　さらに、両委員会の議事録によれば、平成
２６年１２月１８日から２７年１月２０日ま

う申し入れを、また、仙台市及び青葉区の各
選挙管理委員に対し、報酬の返還及び選挙管
理委員の職を辞すること等の申し入れをいた
しました（申入書は、当オンブズマンのＨＰ
にアップしてあります）。
　しかしながら、市長及び選挙管理委員の回
答は、当オンブズマンの申し入れに何ら答え
るものではありませんでした。
　そこで、当オンブズマンは、平成２７年５
月８日、仙台市監査委員に対し、監査請求を
行いました。監査請求の内容は、再発防止委
員会の設置費用について、仙台市から各選挙
管理委員に対し、設置費用相当額の支払いを
求めるよう勧告すべきというものです。
　もとより、各選挙管理委員には、不正を行
った職員に対する監督責任を有すると共に、
率先して事態の把握と本件不正行為の原因究
明、再発防止に取り組む義務があります。そ
して、当オンブズマンの調査によると、市選
挙管理委員会の委員長及び委員の報酬は、日
額換算や時給換算を行うと政令指定市の中で
も非常に高い水準にあります。区選挙管理委
員会の委員長及び委員については、平成２５
年に日額報酬制に移行したとはいえ、勤務時
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での間、両委員会は、本件不正行為の原因究
明や再発防止策の検討について何ら具体的な
検討をしていなかったことが明らかになりま
した。
　このように、選挙管理委員らは、自らは何
も行わないまま、漫然と事態の把握と本件不
正行為の原因究明、再発防止策についての検
討を再発防止委員会に丸投げしたとしか評価
できません。
　選挙管理委員らが先に述べたように自らの
義務を果たしていれば、再発防止委員会を設
置する必要はありませんでした。したがって、
その設置費用相当額は当然各選挙管理委員か

ら仙台市に返還されるべきです。
　なお、６月１０日に監査請求について意見
陳述を行いました。

畠　山　裕　太仙台市民オンブズマン事務局長
弁　護　士

　宮城県議会は、震災後行っていなかった海
外視察を、昨年度突然復活させ、平成２６年
５月５日～５月９日、自由民主党県民会議の
議員７名がベトナム海外視察に行きました。
また、上記視察に政務活動費を使って自由民
主党県民会議の菊地恵一議員が同行しまし
た。
　オンブズマンは、平成２６年１１月２８日、
①派遣議員らなどに支出した海外視察費用

（３、４４８、６６４円）の返還、②議会か
ら派遣されていないにもかかわらず視察に同
行した菊地恵一議員が政務活動費から支出し
た費用の返還などを求める監査請求をしまし
た。しかし、平成２７年１月２６日付でこの
請求が棄却されたため、平成２７年２月２４
日訴訟提起しました（事件番号：仙台地方裁
判所平成２７年（行ウ）第６号（第２民事部））。

先のニュージーランド海外視察と比較す

選管事務局にはこんなポスターが…
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るとベトナム海外視察は案外まともに視察を
していました。しかし、ベトナム海外視察で
は、議会が派遣した議員以外の議員が、政務
活動費を使って、全く同じ行程で参加してい
た、という事実が浮かび上がりました。
　議会が、政務活動費と別途議会独自の予算
を使って議員を派遣している中、全く同じ目

的、全く同じ行程で政務活動費を使って参加
する（「同行視察」）のが許されるのでは、議
会が議員を派遣する意味がありませんし、重
複する調査は無駄以外の何者でもありません。
　そこで、仙台市民オンブズマンでは、「同
行視察」の是非を問うべく提訴をした次第で
す。

十　河　　　弘仙台市民オンブズマン
弁　護　士

　本年４月６日、オンブズマンは平成２４年
度仙台市議会政務調査費について監査請求を
申し立てました。
　本監査請求は、昨年１１月２７日に言い渡
された仙台地裁第３民事部判決（詳細は会報
Ｎｏ．４１、１頁以下）を踏まえて、厳格
な監査を求めたものです。監査対象の会派
は「自由民主党・仙台」から１人会派まで全

は明らかです。
　また、上記判決では敗訴した部分ですが、
旅費規程に基づく計算によって実費を上回る
金額を支出しているものの違法性不当性を指
摘しました。ガソリン代を調査距離１㎞当た
り３７円で計算する場合、実費以上の高額計
上となりますし、鉄道賃、航空賃や宿泊料も
旅費規程に基づく計算（例：新幹線はグリー
ン料金、航空賃は正規料金、東京宿泊なら１
泊１万６５００円など）も実費を大きく上回

会派であり、監査対象額は
１億３０７５万円余りです。
　当該活動が議員本来の活動
と政務調査活動の両面を併せ
持つ場合は、原則２分の１の
額しか政務調査費からは支出
できません（調査研究費、広
報広聴費、人件費、事務所
費、事務費等）。本監査請求
では２分の１を超過する部分
の違法性不当性を指摘しまし
た。中には、過大なガソリン
代を支出しているケースもあ
り（３６５日毎日８９㎞走行
に相当する金額等）、違法性
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畠 山 裕 太仙台市民オンブズマン事務局長
弁　護　士

　オンブズマンは、宮城県議会の政務調査費
について宮城県と激しく争いましたが、平成
２１年に歴史的和解をし、原則として政務調
査費を会派のチェックをした後に支給する、
いわゆる後払方式を導入するなどされまし
た。これにより今後政務調査費の適正支出が
なされるものと期待されていました。しかし、
平成２４年度の宮城県議会政務調査費につい

て記録を謄写して調査したところ、残念なが
ら「適正」とはほど遠く、そもそも会派がま
ともにチェックしていたのかすら疑わしい内
容が次々と出てきました（HP に順次掲載し
ています）。
　今年１０月ないし１１月には、宮城県議会
の選挙が予定されています。そこで来たる９
月２７日、政務調査費の支出の現状を洗い出
し、問題提起をする市民フォーラムを開催し
ようと企画しています。乞うご期待。

ります。
　６月 4 日に「棄却」の監査結果が出されま

した。オンブズマンは、住民訴訟提起に向け
て準備を始めました。

渡　部　雄　介仙台市民オンブズマン事務局次長
弁　護　士

　会報「オンブズマン」第４１号「政務調査
費（仙台市議会平成２０年度）で勝訴判決」
で報告させていただいたとおり、本訴訟の第
一審では、議員の裁量に一定の限界を認めた
画期的な判決が出されました。
　これに対して、仙台市側が判決を不服とし
て控訴しました。これを受けて、オンブズマ
ン側も、敗訴した部分（実費額よりも大きい
旅費が旅費規程に基づいて支出されている点
等）について、仙台市に対して控訴をしまし
た。
　現在、特に大きな争点となっているのは、

会派控室で働いている職員の人件費を全額政
務調査費から支出して良いかという点です。
会派側は、会派控室を政務調査活動や議会活
動に関連する準備に使っている等として、全
額を政務調査費から支出することは何ら問題
がないと主張しています。これに対して、オ
ンブズマン側は、会派控室で政務調査活動し
か行っていない等ということは考えられず、
会派控室での具体的な職務内容に関する立証
がない以上、２分の１に按分すべきと主張し
ています。今後、双方がさらに主張を詰めて
いくことが予想されます。
　次回期日は平成２７年７月１３日午後１時
３０分からとなっております。
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渡　部　雄　介仙台市民オンブズマン事務局次長
弁　護　士

　本訴訟では、自由民主党・仙台（議員
個人に対する請求も含む）に対し、合計
２９１万２６６９円、市民フォーラム仙台に
対し、合計２９５万３４２１円、復興仙台に
対し合計５２０万１９８６円、公明党仙台市
議団に対し、合計２２８万８７９２円、社民
党仙台市議団に対し、合計２４８万６６１１
円、みんなの党・みんなの市議団に対し、
１６２万８４３３円、自由民主党・大泉鉄之
助に対し、３６万５０００円、全体で合計
１７８３万６９１２円について、違法な支出
であるとして市に対して返還を求めていま
す。

平成２０年度政務調査費返還請求訴訟では、
議員の裁量に一定の限界を認めた判決を出さ
れています（詳細は、会報「オンブズマン」
第４１号「政務調査費（仙台市議会平成２０
年度）で勝訴判決」をご覧ください）。オン
ブズマンは、本訴訟でも同訴訟で示された基
準に基づいて判断されるべきであるとの主張
をしています。
　現在、原告、補助参加人双方から主張や証
拠が提出され、争点整理が進められています。
原告、被告、補助参加人それぞれからの主張
が出揃った段階で、議員に対する尋問が実施
される見込みです。
　次回期日は平成２７年７月２９日午後２時
からと指定されています。

石　上　雄　介仙台市民オンブズマン
弁　護　士

１　訴訟の状況
前号で紹介した、仙台市議会議員の平成

２３年４月から８月までの政務調査費の支
出について、平成２６年２月１４日付で仙
台地方裁判所に提起した住民訴訟は、現在
仙台地方裁判所第３民事部において審理が
進められています。

現在は、議員・会派側から反論の書面が
一通り提出されてきましたので、当方から
再反論を加える段階となっています。

２　今後の展望
議員・会派側の反論は、昨年出された平

成２０年政務調査費に関する仙台地方裁判
所第３民事部平成２６年１１月２７日判決
が、議員・会派側に過度の立証責任を負わ
せており、政務調査活動を制約・萎縮させ
るものであるなどとして、同判決を批判す
る内容を柱としています。何やら同判決の
控訴審と同じことを焼き直しているような
向きがあります。

もちろん同判決の法理論上の到達点を維
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持する主張活動も重要ではありますが、政
務調査費訴訟の原点は、個々の具体的な政
務調査費の支出が空疎なものになっている
点を厳しく指摘し、議員と会派の反省を促
すことにあると思います。立証責任の所在

という法理論だけでなく、個々具体的な政
務調査費の支出の問題点を摘示していく地
道な主張活動もしっかり行っていきたいと
思います。

宮　腰　英　洋仙台市民オンブズマン
弁　護　士

１　本件訴訟の概要
平成２６年３月２５日から同年３月３１日

にかけて実施された、宮城県議会所属の議員
４名によるニュージーランド海外視察につ
き、派遣決定及び計３６０万円の視察費支出
が違法であると主張し、視察費相当額の返還
を求める裁判です。

本訴訟は仙台地方裁判所第２民事部に係属
し（平成２６年（行ウ）第３１号）、現在審
理が進行しています。
２　裁判の経過

第１回期日は平成２７年３月２日に実施さ
れました。こちらからは訴状の他に準備書面
を提出しました。当準備書面では、政務調査

費に関する裁判例（仙台高判平成２０年１１
月１１日等）を引用し、海外視察訴訟におけ
る主張立証責任について論じています。

第２回期日は同年４月２２日に実施されま
した。被告から反論の準備書面が提出された
ほか、派遣議員らがいずれも補助参加をし、
今後、審理が本格化する見込みです。
３　今後の展望

次回期日は平成２７年６月１５日午後１時
３０分の予定です。今後は、具体的な派遣先・
派遣目的・視察内容等との関連で、派遣決定・
視察費支出の違法性について双方から主張が
なされる見込みです。

是非、傍聴いただき、また、引き続き率直
なご意見・ご感想をお寄せいただければ幸い
です。
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　高橋輝雄弁護士と居酒屋で清談（珍談奇談）に耽ることを愉しみとし
ております。輝雄さんと行くこんな居酒屋があればという一首です。
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野　呂　　　圭仙台市民オンブズマン代表
弁　護　士

　今年の全国市民オンブズマン全国大会は、
第２２回目を迎え、９月５日（土）、６日（日）
の二日間、兵庫県神戸市（神戸学院大学ポー
トアイランドキャンパス）で開催されます。
兵庫県と言えば、政務調査費の問題を一躍全
国区にしたあの号泣議員のいたところです。
　全国大会では、政務活動費の問題のほか、
全国各自治体の電力購入・売却アンケート調
査結果の報告、各自治体における公文書管理
の実情調査アンケート結果の報告、公共工事
における落札率及び入札に関する基準や制度

に関するアンケート調査結果の報告を予定し
ています。
  毎年事務局が中心に行っている全国調査と
その分析は、今の日本、今の自治体を知るこ
とができる情報の宝とも言えます。また、各
地のオンブズマンの活動報告は、私たちの活
動の現在地であると同時に、様々な問題点や
視点を示唆してくれます。
　昨年の盛岡大会では、仙台市民オンブズマ
ンタイアップグループの方々にもお手伝いい
ただきましたが、市民の手作りによる市民の
ための全国大会へ多数の方々がご参加される
ことを希望します。

吉　田　大　輔北海道・東北市民オンブズマンネットワーク事務局長
弁　護　士

　６月１３日、１４日に、函館市で北東ネッ
ト例会が開催されました。
　函館市では、平成２４年度包括外部監査で
外部委託が取り上げられ、杜撰な税金の使わ
れ方が明らかになったこともあり、今回、「市
財政と外部委託問題」と題したシンポジウム
が行われました。上記の包括外部監査を担当
された公認会計士鎌田直善氏の講演があり、
函館市では、外部委託するにあたって、法令
上は例外である随意契約で行われる割合が高
いこと、見積を一事業者からしかとらない随
意契約も多いこと、選定される事業者も長期

間、固定的になっていること、外郭団体との
間で様々な業務委託契約を締結し、また、指
定管理先としても選定しているところ、外郭
団体から外部に再委託されているものも多
く、外郭団体の管理費分だけ余計な支出が生
じているといえること、などの問題点の指摘
とともに、いずれも解決可能であるはずとの
指摘がなされました。道南市民オンブズマン
からも、平成２４年度の包括外部監査で取り
上げられた外部委託の実態について、報告が
ありました。
　このシンポジウムを通じて、今後、各地で
外部委託の問題に取り組むとした場合の視座
を得られたように思われました。
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2014.12.18 ～ 2015.6.15

2014
12．18　政務調査費（H23.4 ～ 8）公判
	 〃	 県議ベトナム視察（政務活動費）関係文書開示
	 〃	 オンブズマン１２月例会、忘年会
2015
１．	 7	 県選管勤務時間関係文書開示　 
	 21	 政務調査費（市 H23.9 ～ 24.3）公判
	 22	 海外視察（ニュージーランド）打ち合せ
	 〃	 オンブズマン１月例会
	 30	 青葉区選管票水増し問題で市長、選管へ申し入れ

２．	3	 タイアップ例会
	 4	 政務調査費打ち合せ      
	 10	 海外視察（ベトナム）打ち合せ
	 16	 県議会政務調査費月別支出報告書等開示
	 19	 政務調査費（市 H23.4 ～ 8）公判

	 20	 政務調査費（市 H24 年度）検討会
	 〃	 オンブズマン２月例会　　　
	 24	 海外視察（ベトナム、菊地議員）提訴

３.	 2	 海外視察（ニュージーランド）公判
	 9	 政務調査費打ち合せ
	 16	 政務調査費（市 H20 年度）控訴審公判　
	 25	 オンブズマン ３月例会
４.	 6	 政務調査費（市H24 年度）監査請求
	 7	 政務調査費（市）打ち合せ
	 〃	 タイアップ例会
	 16	 政務調査費（市 H23.4 ～ 8）公判
	 22	 オンブズマン ４月例会
	 27	 政務調査費（市H24 年度）意見陳述
５.	 7	 政務調査費（市 H20 年度）打ち合せ
	 8	 選管不正集計問題住民監査請求
	 13	 ベトナム海外視察（県議会）公判　
	 18	 政務調査費（市 H23.9 ～ 24.3）公判
	 19	 オンブズマン５月例会
	 27	 政務調査費（市 H20 年度）控訴審公判
	 28	 会報「オンブズマン」編集会議
6．2　タイアップ例会
	 4	 政務調査費（市）打合せ
	 5	 会報「オンブズマン」打合せ
	 9	 政務調査費（市平成 24 年度）打合せ
	 10	 選管不正集計問題監査請求意見陳述
	　　13 ～ 14　北東ネット函館例会
	 15	 県議会海外視察（ニュージーランド）公判
	 〃	 会報「オンブズマン」Ｎ o42 発行
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　６月７日第２回「仙台市議会議員の通信簿」
発表会があった。議会ウオッチャー・仙台の諸
氏が仙台市議会に４年間通いつづけ、55人の
議員を判定したものだ。
　第１回目は４年前、震災の直前に発表をお
こなった。あれから４年。新人議員はおおむね
真面目な議員が多いようだが、当選回数を重
ねるごとに居眠りはする、離席はするなど、落
ち着かなくなる。前回、「学級崩壊状態」「眠
る議会」などと言われ、質問の内容からして
居眠りを誘う中身だからだなどと言われたが、
今回は少し向上したのだろうか。河北新報の
見出しは「『居眠り仙台市議会』変わらず　
私語は減少」だった。毎日チェックされている
とわかっていてこうした状況なのだから、お手

上げか。
　それでも質問内容が向上した議員もでてき
たことはいいことだと思う。
　「議会ウオッチャー・仙台」は、居眠りしな
いでチェックを続けるのだから、辛抱強くなっ
てみたい方（？）、ぜひウオッチャー活動の参
加をおすすめします。
　さて、今年のオンブズマン支援企画が決ま
りました。以前支援企画に出演されており、折
り紙付きの二組。バイオリンとピアノ、そして
漫才と、どちらもおしどり夫婦と呼ぶにふさわ
しい方々です（下記参照）。
　支援企画でしっかりリフレッシュできるよう
に、お誘いあわせてお越しください。

⑴　加入資格：仙台市民オンブズマンの活動の趣旨に賛
同し､ 支援する意志のある個人｡ 

⑵　会　　費：年10,000円・賛助会員年3,000円
　　　　　　　但し､ 協賛金については､ 自由に受け付

け､ 緊急時の支援費用に充当する｡ 
⑶　活動内容：年２回の会報の発行｡ 臨時の会報は必要

に応じて随時発行する｡ 
市民の為の公開講座などを開催する｡ 
その他の事業の企画､ 実施｡ 
⑷　総　　会：年１回とし､ オンブズマンの総会に準じ

て開催する｡ 
⑸　役　　員：会　長　　１名､ 　副 会 長　　若干名

会　計　　１名､ 　会計監事　　２名
⑹　役 員 会：必要に応じて開催する｡ 
⑺　事 務 局：事務局の所在地は当面､青葉区中央4-3-
　　　　　　　28 朝市ビル３階とする｡ 
⑻　会計について：年会費からの支援金および協賛金か

らの特別拠出金については、役員会にお
いて決定の上、支出する。 以上の拠出金、
特別拠出金の会計処理内容については、
総会の際にオンブズマン事務局より報告
を受けるものとする｡ 

仙台市民オンブズマン　タイアップグループ会則

山　田　忠　行

タイアップ会長あいさつ

仙台市民オンブズマン・タイアップグループ会長

七十七銀行本店 (普通)　　　　  ６５３００１０
郵 便 局 振 込        ０２２９０－６－８０５０
　　仙台市民オンブズマン･タイアップグループ

会

　費

納
入
先

■今期の会費が未納の方、お手数でも払い込み下
さい。（振込用紙同封しました）。会員拡大は
タイアップ活動のエネルギーの源です。会員・
賛助会員それぞれ紹介チラシもありますのでご
請求下さい。

会員のご紹介と会費納入のお願い

　タイアップグループは、偶数月の第１火曜日に例会をおこ
なっています。
　その時々の「オンブズマン」活動の解説を聞いたり、懇親
を深めたりとあっという間に時間が過ぎてしまいます。朝市ビ
ル３階の事務局で18:30からです。ぜひお誘いあわせてご
参加ください。

【タイアップグループ例会のご案内】
仙台市民オンブズマンと
　　　タイアップグループの

▶懇親会　18:30～（会費5,000円）
※今年の総会も平日の開催です。ご注意下さい。
※どちらの総会も参加できますので、ぜひご都合を
つけて参加してください。
※懇親会は、会費制です。同封のハガキで出欠を
お知らせください。

※懇親会用のお飲み物などの差し入れをお待ちして
います。

総会と懇親会のご案内総会と懇親会のご案内総会と懇親会のご案内

ホテル白萩

オンブズマン総会 16:00～
タイアップグループ総会 18:00～

７月17日（金）日時

会場

7月に総会があるため、
次回例会は10月6日（火）です。

支援企画

決定！仙台市戦災復興記念館
11 18:30～

日(金)13月

出演▶音楽　タタルヘンリ、木下順子さん
漫才　おしどりさん


